
 
     

目 標 第 2 回中間評価結果等による課題（H18～H24） 平成 25 年度の活動で得られた課題等 課題解決に繋げるための平成 26 年度 実施方針（案） 

森
・川
・海
の
健
や
か
な
繋
が
り
を
活
か
し
、

豊
か
な
広
島
湾
を
保
全
・再
生
す
る
。

水
環
境
の
再
生

生
物
の
生
息
・生
産
の

場
の
保
全
・再
生

人と海との
繋がりを取り
戻し、親しみ
やすい広島
湾を再生す
る。 

宮島などの
魅力ある自
然景観、歴
史・文化を活
かし、美しい
広島湾を保
全する。 

水環境が様々な要因で変動するため、
必要なモニタリングを継続 

第２回中間評価での課題： 

目標の見直しの議論が必要 

有識者の意見： 

地域の方々との連携も含めた、干潟・
藻場の保全・再生（モニタリング）の展開 

広島湾の保全・再生の活動を市民に広
く知ってもらうための取り組みの検討 

第２回中間評価での課題： 

第２回中間評価での課題： 

シンポジウム・フォーラム等の

状態の改善が必要 

自主的に清掃活動を行うボラン

ティアの育成が必要 

パブリックコメント意見： 

シンポジウム・フォーラム等の

参加人数が減少、今後の改善

が必要 

有識者の意見： 

※現状は五日市地区人工干潟のみで継続的な生物モニタリングを実施 

※ホームページアクセス数、シンポジウム・フォーラム 

参加人数の伸び悩み 

パブリックコメント意見： 

○親子イベントの開催

○森・川・海のつながりをテーマとしたイベント

○情報共有・提供のためのプラットフォームづくり

○漁業者等と共同でのシンポジウム など 

得られた意見（NPO 等との連携による取り組み案） 

ごみの漂流・漂着や不適正処理による
海の景観・環境悪化等に対応するため
の継続的な広島湾の保全の取り組み 

第２回中間評価での課題： 

NPO 等との意見交換会の開催（３回） 

広島湾再生のための NPO 等との連携策の検討： 

パネル展の開催 (H26/1/11,1/12) 

魅力ある広島湾を次世代へ～森・川・海のつながりを知るパネル展～

得られた意見：

○広島湾再生行動計画に対する理解度の向上

○森・川・海のつながりの大切さや取り組みに対する

関心の向上 

○NPO の活動発表の場・機会の提供

市民参加型イベントの開催 (H25/10/20,11/16) 
みんなで再生！広島湾～広島湾再生の活動体験&ミーティング～ 

○干潟を身近に観察できる場所や機会の充実

○観察器具・マニュアル等の貸出、市民が理解できる

マニュアルづくり

○大人も含め、楽しみながら教育する方法

○立場、職業が違う人が参加する活動の実施 など 

得られた課題（ワークショップで抽出された課題）：

広島湾の魅力を広く知ってもらうための仕掛け
づくり（キーワード：市民参加） 

【企画案④】 

目的： 
・広島湾の魅力を広く市民に知ってもらい、広島湾再生への関心の向上
に繋げる。 
平成 26 年度実施内容（案）： 
・広島湾の魅力資源をホームページへ投稿しやすくするの仕掛けなどホ
ームページの改善の検討 

・効果的な広報の継続（パネル展、パンフレット更新など） 

学識者や NPO 等との意見交換会の実施 

【企画案①】 

目的： 
・次期に向けた目標見直しの必要性等の検討 
・学術的知見を踏まえたＮＰＯ等活動の今後の方向について検討 
平成 26 年度実施内容（案）： 
・次期に向けた課題の整理 

多様な主体の参画による市民参加活動の 
実施 

【企画案②】 

目的： 
・市民・NPO の自主的・継続的な活動に繋げる。 
・特に子どもを巻き込んだ環境学習活動の展開。 
平成 26 年度実施内容（案）： 
・企画において NPO が参画して内容や進め方を決定 
（企画の例） 

自分たちの干潟・藻場づくり、生き物一斉調査 
広島湾の森・川・海の繋がりをテーマとした体験イベントなど 

各主体の活動情報等の共有・提供のためのプ
ラットフォーム（仮）づくりに向けた検討 

【企画案③】 

目的： 
・将来的なプラットフォーム（仮）に向けた企画案①～②での意見交換
を通じて得られた情報等から仕組みの検討を行う。 
平成 26 年度内容（案）： 
・現在の NPO、漁業者、企業等の活動状況の把握。 
・先進事例のレビュー及び課題抽出、
・広島湾ならではの情報共有の仕方（プラットフォーム（仮））の検討 

将
来
的
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
情
報
等
の
共
有
・提
供

の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
）を
構
築

 関係機関の連携による、目標達成状況を評価するためのモニタリングの継続 

行政、NPO 等による継続的な清掃活動の実施 

１．平成 26 年度以降の実施方針（案） 資料－５ 
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全体スケジュール（平成１８～２８年度） 
アウトプット 

平成１８年度 １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

  

 

   

２．Ｈ２６年度以降の実施方針に対する展開イメージ 

シンポジウムの開催 

広島湾再生ロゴ 

マーク公募・決定 

パンフレット製作 

各種イベント等における行動計画の広報の実施 

広島湾再生ホーム

ページのリニューア

ル 

環境学習副読本 

「私たちの広島湾 森・

川・海の繋がり」製作 

市民に対する行動計画の周知を図るための広報活動 

広島湾再生 

パンフレットの 

改訂 

・パネル展等の、効果的な広報の継続 

・市民に広くアクセスしてもらえるような、広島湾再生ホームペー

ジの改良 

・広島湾再生パンフレットの更新 

・広島湾再生の活動を市
民に広く知ってもらう取り
組みの検討 

第 2 回中間評価等での 
課題 

広島湾再生への市民の関心の向上、 
施策へ市民の意見を反映 

さらなる広報の充実 
第 1 回中間評価 
での課題 

広島湾再生パネル展の開催 

市民に広く広島湾再生の取り組みを知って 
もらうための効果的な広報の継続 

広島湾再生に
対する市民の
関心や理解度

の向上 
↓ 

広島湾再生の
取り組みへの
参加者の増加 

市民参加イベント等の開催 

④広島湾の魅力を広く知ってもらうための仕掛け作り
（キーワード：市民参加） 

環境学習副読本

作成にあたり NPO

の意見を聴取 

広島湾再生ホーム

ページ作成にあたり

NPO の意見を聴取 

NPO 等による独自の活動 

・イベントでの NPO 等の活動報告、 
・広島湾パネル展で NPO 等の取り組み紹介 

・市民・NPO 等の 
活動への支援 
が必要 

第 1 回中間評価 
での課題 

個々の NPO 等との、広島湾再生に関する情報共有、意識向上等 

NPO 等との 
意見交換会 

連携による取り組み案： 
①親子イベントの開催
②森・川・海のつながり
をテーマとしたイベント 
③プラットフォームづくり
④漁業者等と共同での
シンポジウム等 

第 2 回中間評価等での課題 

得られた成果 

・企画段階から NPO が参画
・活動の実施

①学識者や NPO 等との意見交換会の実施

各主体の活動情報等の共有・提供のためのプラットフォーム（仮）づくり 

③各主体の活動情報等の共有・提供の
ためのプラットフォーム（仮）づくりに
向けた検討

・現在の活動状況
の把握（NPO、企
業等） 

広島湾再生のための NPO 等との 
連携策の検討 

・先進事例のレビュー、広島湾ならではの情報
共有の仕方（プラットフォーム（仮））の検討 
  

モニタリングや清掃活動の継続 

・地域の方々との連携も含めた、干潟・藻
場の保全・再生（モニタリング） 

第 2 回中間評価等での課題 

目標の見直しの議論が必要 ・次期に向けた目標見直しの必要性等の検討 
・学術的知見を踏まえたＮＰＯ等活動の今後の方向について検討 

多様な主体の連
携・協働による
広島湾の保全・
再生のための自
主的な活動への
移行 
【プラットフォー
ム（仮）による情
報共有や行政
への提言等】 

②多様な主体の参画による市民参加活動の実施

・プラットフォーム
（仮）の構築 

プラットフォーム（仮）
STEP1 

プラットフォーム（仮）
の展開 STEP２ 

多様な主体の参画による市民参加イベントの
実施（再掲） 
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項 目 
全体スケジュール（平成１８～２８年度） 

アウトプット 
平成１８年度 １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

①行動計画の

全体評価 

３．広島湾再生行動計画の全体スケジュール 

平成 26 年度以降の施策の実施方針（案）及びスケジュール案 

※中間評価結果は 

平成 23年 6月公表 

行動計画の 
目標の達成 

広島湾再生 

行動計画の策定 

（平成 19 年 3 月） 

中間評価 

（第１回） 

平成 22 年度 

中間評価 

（第２回） 

平成 25 年度 

行動計画の 

最終評価 

平成 28 年度） 

行動計画に基づく施策の推進
とフォローアップ 

行動指標、 

状態指標の 

見直し 

数値目標 

（底層 DO、透明

度）の設定 

パブリック 
コメント 

行動計画に基づく施策の推進と 
フォローアップ 

行動計画に基づく 
施策の推進と 
フォローアップ 

・森林の保全、整備状況（状態指標→行動指標） 

・清掃活動等の参加人数（ 〃 ） 

・透明度（目標２→目標１の状態指標） 

中間評価の課題 

を踏まえた施策 

の展開 

パブリック 
コメント 

パブリック 
コメント 

パブリック 
コメント 

［重点的に実施する事項］ 

・次期に向けた目標見直しの必要性等の検討 

・特に市民等巻き込んだ活動の盛り上げ 

・新たな体制の確立 
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  多様な主体の情報共有・提供のためのプラットフォーム（仮）のイメージ

◆＜先進事例①＞東京湾再生官民連携フォーラム ◆＜先進事例②＞大阪湾見守りネット 

○東京湾再生に向け、多様な関係者の参画による議論の活発化・
多様化を図るため、多様な主体で構成

○東京湾再生を官民で考え、共に連携・協働する組織として、
H25.11.23に設立

○H26.1.16現在会員数：団体90団体、個人211人（計301団体・個人）
 ＜「東京湾再生官民連携フォーラム」ホームページより＞

○東京湾再生推進会議において、H25.5.31に「東京湾再生のための
行動計画（第二期）」（H25～34年度）が策定

  多様な関係者の参画による議論や行動の活発化・多様化を図るための 
 組織として、「東京湾再生官民連携フォーラム」の設立が掲げられる 

＜組織イメージ＞ ＜組織イメージ＞ 

○現在、10名程度の会員からなる「運営委員会」を設置し、会員登
録や情報発信・交流、行事などを企画・運営

○H17.2.26開催のフォーラムに集まったメンバーを中心に大阪湾に
関心のある個人や団体からなる、ゆるやかなネットワークで、
H17.11.12に設立

○H24.1現在、市民、ＮＰＯ、博物館、試験・研究機関、大学、民間
企業、行政機関など、約170の個人や団体が登録

 ＜「大阪湾見守りネット」ホームページより＞ 

○多様な主体がメンバーとなり、大阪湾再生に向けた情報交換や
共有の場、相互理解の場、人間関係形成の場として活用
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